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三河湾で絶滅危惧種の巻貝
ウミヒメカノコ類似種（アマオブネ科）の死殻を確認

西　浩孝*

Record of an endangered gastropod, 
Smaragdia sp. aff. bryanae (Neritidae) from Mikawa Bay, Aichi Prefecture, central Japan

Hirotaka Nishi*

はじめに

　ウミヒメカノコ Smaragdia sp. は，内湾及び湾口部
の低潮帯～水深 40 mの砂底ないし砂泥底の海草藻
場に生息するアマオブネ科腹足類である（山下・久
保，2012）．本種は以前 Smaragdia paulucciana (Gassies, 

1870)の学名の下に報告されることが多かったが，こ
の学名はレモンカノコ Clithon pauluccianusのものであ
ることが判明したことから，現在は Smaragdia sp. とし
て学名未決定種として扱われる（福田ほか，2014）．
　近年，ウミヒメカノコとされてきたものの中に類
似の別種が含まれていることが明らかになってき
た（以下、類似種と表記）．この類似種は宮崎県か
ら「ウミヒメカノコ属の 1種 Smaragdia cf. souverbiana 

(Montrouzier, 1863)」として報告されており（三浦ほか，
2012），宮崎県 2015年度版レッドリスト（https://www.

pref.miyazaki.lg.jp/shizen/kurashi/shizen/page00193.html, 

2019年 11月 30日閲覧）において「ウミヒメカノコ同
属種 Smaragdia cf. bryanae」として絶滅危惧 II類に指
定されている．また，愛知県レッドデータブック（木
村，2009）にウミヒメカノコ Smaragdia sp.として掲載
されている写真は実際には類似種の方であり，今後の
改定時に訂正されるとのことである（木村昭一氏，私
信）．また，大阪府でも類似種の生貝が採集されてい

る（https://amamobazukan.seesaa.net/article/a35903375.html，
2019年 11月 30日閲覧）．ウミヒメカノコと類似種は，
殻の模様で区別が可能である．
　ウミヒメカノコ類似種の生息環境については，三
浦ほか（2012）ではアマモ場及び砂質底・岩礁から
得られている．また，大阪府ではアマモの葉上から
得られている（https://amamobazukan.seesaa.net/article/

a35903375.html，2019年 11月 30日閲覧）． 

　愛知県では正式な生息記録はなく，伊勢湾湾口部の
小規模なアマモ場から死殻が数個体採集されているの
みである（木村，2009）．このような状況から，愛知
県環境部（2015）では絶滅危惧 IA類に指定されている．
　著者はこのたび，愛知県豊橋市杉山町の紙田川河口
においてウミヒメカノコ類似種の死殻を確認したので
報告する． 

採集状況

　紙田川は三河湾奥部，汐川干潟の北側に流入してい
る河川である．河口部には砂泥質及び礫が見られる河
口干潟が広がり，潮上帯にはヨシなどが生育する塩性
湿地が見られる（藤原ほか，2002）．紙田川の底生生
物相については藤岡・木村（2000）が汐川干潟と合わ
せて報告しているほか，環境省が実施している生物多
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様性調査，モニタリングサイト 1000の汐川干潟サイ
トの Cエリアが設置されており，底生生物のモニタリ
ングが実施されている（環境省自然環境局生物多様性
センター，2013）．
　調査を行った 2016年 5月 22日は大潮で，干潮時刻
12時 9分の潮位は 25 cm（気象庁ウェブサイト http://

www.data.jma.go.jp/kaiyou/db/tide/suisan/index.phpによる
三河（愛知県豊橋市神野ふ頭）の潮位予測）であった
（第 1図）．底生生物を調査するため，水深 20～ 30 cm

程度の底質の泥を 1 mm目の篩にかけたところ，ウミ
ヒメカノコ類似種の死殻及び破片が採集された．その
後の複数回の調査でも同河口において死殻が採集され
た．

標　本

アマオブネ科　Neritidae

ウミヒメカノコ類似種　Smaragdia sp. aff. bryanae

標本：3個体（豊橋市自然史博物館貝類標本 TMNH-

MO-28052~28054），愛知県豊橋市杉山町　紙田川河口
（北緯 34.6954°，東経 137.3179°）．
　1個体は殻表に光沢が残る比較的新鮮な死殻であっ
たが（第 2．A図），1個体は光沢がほとんど失われ，
死後時間が経過していると思われる死殻であった（第
2．B図）．破片は殻軸を含まない体層部であった（第 2．
C図）．殻高 1.68～ 2.70 mm，殻径 2.35～ 2.73 mm．

議　論

　比較的新鮮なものを含む死殻が複数個体採集された
ことから，三河湾奥部においてウミヒメカノコ類似種

が最近まで生息していたことが明らかになった．さら
に，現在も付近に生息している可能性も少なくない．
　ウミヒメカノコ類似種はアマモ場に生息すると報告
されており，食草もアマモ等の可能性が高い．愛知県
でウミヒメカノコ類似種が現在も生息しているとする
と，アマモまたはコアマモを食草としている可能性が
高い．コアマモは三河湾奥部では豊川河口の左岸側に
広がる六条潟に生育している．2016年 5月 23日，ウ
ミヒメカノコ類似種の生貝の発見を目的に，六条潟に
おいてコアマモの葉および根本の砂を 1 mm目の篩に
かけたものの，死殻も確認できなかった．今後，継続
して調査を行い，生貝が発見されることを期待したい．
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三河湾でウミヒメカノコ類似種の死殻を確認

紙田川河口で採集されたウミヒメカノコ類似種．
上から TMNH-MO-28052, 28053, 28054．スケールバーは 1 mm．

第２図．
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